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令和２年６月 1日

新型コロナウィルスの感染リスクがゼロではない状況にある中、新型コロナウィルス感染症予防のため、

「３つの密」を徹底的に避けることや基本的な感染症対策の徹底をすることを念頭に、下記の具体的な対

策を行ったうえで利用者の理解を得ながら再開する。

l 「３つの密」を徹底的に避ける

⑴ご利用中は密閉空間にならないよう定期的（３０分に１回以上、５～１０分程度）に窓を開けるな

ど換気をお願いする。

⑵換気効率を上げるため、第１集会室と第２集会室の敷居になっているパーテーションを終日外す。

⑶密集を避けるため、集会室１部屋あたりのご利用人数を最大１２人までにする。

⑷第１・２集会室にそれぞれ用意してある長テーブル８脚・椅子２４脚・黒板１台を、当分の間、長

テーブル６脚・椅子１２脚・黒板１台に変更する。

⑸同じ時間帯に複数の団体が利用することがないように、午前・午後・夜間の３つの時間帯に対して

それぞれ１団体のみの利用とする。

⑹「３つの密」と飛沫感染を避けるため、①～④の利用要件を設定し、それらすべてを満たすことが

できる活動への利用を認める。

利用要件①定期的に換気できること（３０分に１回以上５～１０分の換気）

②会場の広さを確保し、互いの距離を２メートル程度あけることができること

③近距離での会話や発声、高唱を避けることができること

④常にマスクを着用した状態で活動できること

l 基本的な感染症対策の徹底

⑴手洗い・うがい・消毒を徹底するようお願いする。

⑵利用の際にはマスクの着用をお願いする。

⑶お互いの距離をできるだけ２ｍ（最低１ｍ）空けるようお願いする。

⑷近距離での会話を行わないようお願いする。

⑸発熱や咳など風の症状がある方や体調がすぐれない方の参加は控えるよう強くお願いする。

⑹手洗い・うがい・消毒の徹底をお願いするポスターを施設内に掲示する。

⑺消毒液を設置する

⑻施設使用後に使用場所の消毒をお願いする。消毒用具は市民生活課で用意し、使用場所の電気やエ

アコンのスイッチ、ドアノブ、長テーブル、イスを中心に接触個所の消毒と水拭きをお願いする。

⑼湯沸室にある電気ポット（２台）、急須（３口）、湯飲み茶碗（４１客）、やかん（１個）、お盆（５

枚）はすべての使用を禁止する。

⑽水分補給を除く施設内での飲食は、当分の間、禁止する。（宴会利用も禁止する）

⑾代表者は利用者全員の連絡先（氏名・住所・電話番号）の把握をお願いする。必要に応じて、保健

所等の公的機関へ情報提供をお願いする場合があるので、事前にその旨を利用者全員に周知し、活

動終了後も連絡先を一定期間（最低１か月間）、適切に保管するようお願いする。


